
は
じ
め
に

　

山
形
県
上
山
市
の
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
上
山
藩
鼓
笛
楽
保
存
会
は
、

篠
笛
、
小
太
鼓
（
ス
ネ
ア
ド
ラ
ム
）、
大
太
鼓
（
バ
ス
ド
ラ
ム
）
と
い
う
編
成
の
鼓
笛

隊
で
、
幕
末
維
新
期
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
行
進
曲
「
早
足
」
を
は
じ
め

と
す
る
数
曲
を
現
在
も
伝
承
し
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
音
楽
の
要
素
を
多
分
に
含
む

ス
ネ
ア
ド
ラ
ム
の
リ
ズ
ム
に
、
篠
笛
の
メ
ロ
デ
ィ
が
結
び
つ
い
た
音
楽
は
非
常
に
珍

し
く
、
音
楽
史
的
に
も
重
要
で
あ
る
。

　

こ
の
上
山
藩
の
鼓
笛
隊
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
拙
著
『
幕
末
鼓
笛
隊
―
土
着
化
す

る
西
洋
音
楽
』（
二
〇
一
二
）
の
第
三
章
「
明
治
期
に
お
け
る
旧
藩
顕
彰
と
士
族
―
天

童
藩
と
上
山
藩
の
鼓
笛
隊
」
で
、
そ
の
歴
史
や
レ
パ
ー
ト
リ
ー
等
を
考
察
し
た
の
だ

が
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
明
治
か
ら
現
在
に
い
た
る
ま
で
の
継
承
活
動
の
変
遷
に

力
点
を
置
い
た
。
た
だ
、
そ
れ
は
幕
末
維
新
期
の
実
態
を
示
す
資
料
が
豊
富
で
は
な

い
た
め
に
、
明
治
以
降
を
扱
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
消
極
的
な
事
情
に
よ
る

も
の
で
も
あ
っ
た
。

　

幕
末
維
新
期
の
上
山
藩
鼓
笛
隊
に
つ
い
て
不
明
な
点
が
多
い
こ
と
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
検
索
し
て
鼓
笛
隊
の
紹
介
文
を
み
る
だ
け
で
簡
単
に
わ
か
る
。
た
と
え
ば
、

山
形
県
教
育
局
生
涯
教
育
・
学
習
振
興
課
と
山
形
県
生
涯
学
習
文
化
財
団
に
よ
る「
ふ

る
さ
と
塾
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
」
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
で
は
、
上
山
藩
鼓
笛
楽
保
存
会
に
つ

い
て
一
、

上
山
藩
鼓
笛
隊
の
「
英
式
マ
ル
ス
」

　
―
―
佐
竹
徳
太
郎
資
料
の
分
析
よ
り
―
―

奥
中
　
康
人

文
化
政
策
学
部　

芸
術
文
化
学
科

　
　

�

上
山
藩
鼓
笛
楽
は
、戊
辰
の
役
の
頃
に
上
山
で
フ
ラ
ン
ス
式
の
軍
隊
調
練
を
行
っ

た
折
に
奉
奏
さ
れ
た
こ
と
が
始
ま
り
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
後
一
時
中
断
し

た
も
の
の
、
昭
和
２
年
に
復
活
し
、
上
山
市
の
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

と
述
べ
て
い
る
が
、
市
の
文
化
財
を
紹
介
す
る
上
山
市
の
ペ
ー
ジ
で
は
二
、

　
　

�

戊
辰
の
役
の
頃
上
山
藩
兵
の
オ
ラ
ン
ダ
式
調
錬マ
マ

時
に
奏
楽
さ
れ
た
。
そ
れ
が
今

迄
残
っ
た
の
は
全
国
で
も
稀
な
例
。
大
太
鼓
１
人
小
太
鼓
２
人
篠
笛
６
～
８
人

の
編
成
。

　

と
述
べ
て
い
る
。
県
は
「
フ
ラ
ン
ス
式
の
軍
隊
調
練
を
行
っ
た
折
」
と
言
い
、
市

は
「
オ
ラ
ン
ダ
式
調
錬
時
」
と
言
い
、
真
っ
向
か
ら
対
立
し
て
い
る
の
だ
が
、
こ
れ

は
県
と
市
の
仲
が
悪
い
か
ら
で
は
な
く
、
こ
の
件
に
つ
い
て
明
確
に
答
え
て
く
れ
る

資
料
が
存
在
し
な
い
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
筆
者
（
奥
中
）
は
、
存
在
し
な
い
と
思
わ
れ
て
い
た
複
数
の
資
料
が
、

上
山
市
立
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
そ
れ
ら
を
閲
覧
・
調
査
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
調
査
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
不
明
瞭
で
あ
っ
た
幕
末
維
新
期
の

上
山
藩
の
鼓
笛
隊
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

上
記
の
「
フ
ラ
ン
ス
」「
オ
ラ
ン
ダ
」
問
題
に
つ
い
て
言
う
と
、
そ
の
ど
ち
ら
で
も

　

幕
末
維
新
期
に
存
在
し
た
と
さ
れ
る
上
山
藩
の
鼓
笛
隊
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
資
料
が
十
分
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
不
明
瞭
で
あ
っ
た
が
、
上
山
市
図
書
館
（
山
形
県
）
が
所
蔵
す
る
佐
竹
徳
太
郎

資
料
の
中
に
、
上
山
藩
士
渡
辺
藤
佐
が
写
し
た
『
鼓
譜
』
の
複
製
本
が
存
在
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
本
稿
は
、
複
製
本
の
渡
辺
『
鼓
譜
』
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
時
の
鼓
隊
、
鼓
笛
隊
の

レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
具
体
的
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
中
の
一
曲
「
英
式
マ
ル
ス
」
が
、
現
在
の
上
山
藩
鼓
笛
楽
保
存
会
が
伝
承
す
る
「
早
足
」
行
進
曲
と
一
致
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

従
来
、
上
山
藩
鼓
笛
隊
は
フ
ラ
ン
ス
式
、
あ
る
い
は
オ
ラ
ン
ダ
式
と
の
関
係
が
有
力
視
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
う
で
は
な
く
、
幕
末
維
新
期
の
あ
る
時
期
に
「
英
式
マ
ル
ス
」
や
「
喇
叭
マ
ル
ス
」（
こ

れ
も
英
式
）
が
必
要
と
さ
れ
、
演
奏
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
理
解
す
る
の
が
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
。
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な
く
、
実
は
「
英
国
」
で
あ
り
、
現
在
演
奏
さ
れ
て
い
る
「
早
足
」
は
「
英
式
マ
ル

ス
」
と
い
う
曲
名
で
あ
っ
た
三
、
と
い
う
結
論
が
導
き
出
さ
れ
る
。

一
．
上
山
藩
の
鼓
笛
隊
に
つ
い
て

　

上
山
藩
鼓
笛
楽
保
存
会
は
、
上
山
城
内
に
あ
る
月
岡
神
社
の
祭
礼
で
奏
楽
を
お
こ

な
う
こ
と
を
主
な
目
的
と
し
て
、昭
和
四
十
七
年
に
創
設
さ
れ
た
。そ
の
母
体
と
な
っ

た
の
は
、
昭
和
前
期
の
上
山
城
下
の
青
年
た
ち
で
、
さ
ら
に
過
去
に
遡
る
と
、
明
治

期
に
は
旧
上
山
藩
士
の
子
弟
た
ち
が
担
っ
て
い
た
四
。
明
治
十
一
年
、
月
岡
神
社
の
祭

礼
に
士
族
の
甲
冑
隊
が
参
加
す
る
の
に
あ
わ
せ
て
、
旧
藩
時
代
に
存
在
し
た
鼓
笛
隊

を
再
結
成
し
た
の
が
始
ま
り
だ
と
い
う
。
実
は
、
幕
末
に
小
太
鼓
（
ス
ネ
ア
ド
ラ
ム
）

や
鼓
手
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
す
文
献
は
複
数
確
認
で
き
る
の
だ
が
、
笛
や
笛
手
、

笛
と
小
太
鼓
の
合
奏
（
鼓
笛
隊
）
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
文
献
は
見
当
た
ら
な
い
。

し
か
し
、
幕
末
維
新
期
の
上
山
藩
に
は
鼓
笛
隊
が
存
在
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
も
ち

ろ
ん
、
文
献
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
史
実
と
し
て
も
存
在
し
な
か
っ
た
こ

と
に
な
る
、
と
い
う
訳
で
は
な
い
。
明
治
十
一
年
の
再
結
成
時
に
は
旧
藩
時
代
の
メ

ン
バ
ー
も
生
き
て
い
た
は
ず
な
の
で
、
あ
ま
り
に
も
自
明
な
こ
と
を
問
い
直
す
必
要

は
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

当
時
、
上
山
の
周
囲
に
な
ら
、
鼓
笛
隊
の
存
在
を
確
認
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
慶
応

四
年
四
月
、
笹
谷
峠
を
越
え
た
奥
羽
鎮
撫
軍
が
山
形
城
を
経
由
し
て
上
山
城
に
や
っ

て
き
て
、
鼓
笛
隊
（
お
そ
ら
く
薩
摩
藩
の
鼓
笛
隊
か
）
が
マ
ー
チ
を
演
奏
し
た
五
。
ま

た
、
上
山
藩
か
ら
北
に
約
二
十
五
キ
ロ
の
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
天
童
藩
で
は
、
同
年

五
月
頃
に
な
っ
て
「
一
小
隊
」
に
つ
き
「
太
鼓
手 

一
人
」「
笛
手 
一
人
」
が
存
在
し

た
こ
と
を
示
す
資
料
も
あ
る
六
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
上
山
藩
の
鼓
笛
隊
で

は
な
い
。

　

上
山
藩
の
鼓
笛
隊
に
つ
い
て
は
、郷
土
史
家
の
寺
尾
英
量
が
大
正
期
に
記
し
た「
上

山
藩
戊
辰
の
役
始
末
」が
重
要
な
典
拠
と
な
っ
て
き
た
七
。上
記
の「
ふ
る
さ
と
塾
ア
ー

カ
イ
ブ
ス
」
が
言
う
「
フ
ラ
ン
ス
」
説
は
、
お
そ
ら
く
寺
尾
の
以
下
の
文
章
に
よ
る

も
の
と
思
わ
れ
る
八
。

　
　

鳴
物
（
楽
隊
仏
蘭
西
式
）

　
　

�

大
太
鼓
一
、
小
太
鼓
二
、
笛
若
干
よ
り
成
る
所
謂
「
ピ
ー
ヒ
ヤ
レ
、
ヒ
ヤ
ー
」

の
譜
な
り

　

こ
れ
は
、
戊
辰
戦
争
当
時
の
上
山
藩
が
装
備
し
て
い
た
「
兵
器
の
大
体
」
を
述
べ

る
く
だ
り
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
戊
辰
戦
争
当
時
に
「
仏
蘭
西
式
」
鼓
笛
隊
が
存

在
し
た
か
の
よ
う
に
読
み
取
れ
る
。

　

し
か
し
、
上
山
藩
が
フ
ラ
ン
ス
式
を
採
用
し
た
の
は
明
治
二
年
に
な
っ
て
か
ら
で

あ
り
（「
元
上
ノ
山
藩
兵
制
」九
）、
楽
隊
（
鼓
笛
隊
）
が
兵
制
に
対
応
す
る
な
ら
、
フ

ラ
ン
ス
式
採
用
の
前
に
「
鳴
物
（
楽
隊
仏
蘭
西
式
）」
が
あ
っ
た
と
い
う
の
は
不
自
然

で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
寺
尾
が
同
じ
「
上
山
藩
戊
辰
の
役
始
末
」
で
紹
介
し
て
い
る

「
当
時
我
藩
の
総
動
員
計
画
」（
慶
応
四
年
四
月
）
の
名
簿
に
は
、「
太
鼓
」
と
し
て
「
司

令
士 

小
野
素
平
」
を
筆
頭
に
鼓
手
十
名
の
名
前
が
並
ん
で
い
る
も
の
の
、
笛
・
笛
手

は
一
切
み
ら
れ
な
い
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
も
そ
も
現
在
ま
で
各
地
に
残
さ
れ
て
い
る

当
時
の
軍
楽
の
楽
譜
を
見
る
限
り
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
式
の
太
鼓
と
笛
の
合
奏
譜
、
鼓

笛
譜
は
存
在
し
な
い
（
フ
ラ
ン
ス
式
の
兵
制
で
は
、
ラ
ッ
パ
を
用
い
る
の
が
一
般
的

で
あ
る
）
こ
と
、
以
上
の
理
由
か
ら
、
こ
の
「
鳴
物
（
楽
隊
仏
蘭
西
式
）」
に
つ
い
て

は
、
筆
者
は
疑
い
を
持
っ
て
お
り
、
支
持
で
き
な
い
。
慶
応
三
年
生
ま
れ
の
寺
尾
英

量
に
と
っ
て
、
月
岡
神
社
の
鼓
笛
隊
は
慣
れ
親
し
ん
だ
音
楽
で
あ
っ
た
は
ず
だ
が
、

鼓
笛
隊
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
そ
の
身
近
さ
ゆ
え
に
筆
が
滑
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。

　

他
方
、
上
山
市
が
述
べ
る
「
オ
ラ
ン
ダ
」
説
は
、
郷
土
史
家
で
『
上
山
鼓
笛
楽
の

あ
ゆ
み
』（
一
九
七
七
）
の
著
者
、
佐
竹
徳
太
郎
（
～
二
〇
一
一
）
の
見
解
に
依
拠
し

て
い
る
よ
う
だ
。
佐
竹
は
、
上
山
市
に
残
る
昔
の
資
料
を
丹
念
に
収
集
し
、
藩
士
渡

辺
藤
佐
に
よ
る
慶
応
期
の
写
本
『
鼓
譜
』（
湯
上
文
書
）
や
、
藩
士
岩
瀬
氏
に
よ
る
『
太

鼓
手
心
得
序
目
』（
斎
藤
文
書
）
な
ど
か
ら
、
幕
末
の
上
山
藩
の
小
太
鼓
（
ス
ネ
ア
ド

ラ
ム
）
が
、
オ
ラ
ン
ダ
式
（
オ
ラ
ン
ダ
を
経
由
し
て
伝
わ
っ
た
演
奏
法
）
で
あ
っ
た

こ
と
を
突
き
と
め
た
。
こ
の
佐
竹
の
判
断
は
間
違
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
オ
ラ
ン
ダ
式
は
、
あ
く
ま
で
も
ス
ネ
ア
ド
ラ
ム
だ
け
で
あ
っ
て
、
笛
が
加
わ
っ

た
鼓
笛
隊
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
に
依
拠
し
た
上
山
市
の
「
オ
ラ
ン
ダ
」

説
も
正
確
と
は
い
え
な
い
（
実
は
佐
竹
は
、
鼓
笛
隊
に
つ
い
て
は
、
寺
尾
英
量
の
一

節
に
依
拠
し
て
「
フ
ラ
ン
ス
」
説
を
と
っ
て
い
る
）一
〇
。
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い
ず
れ
に
せ
よ
、
佐
竹
が
参
照
し
た
渡
辺
藤
佐
の
『
鼓
譜
』（
以
下
、
渡
辺
『
鼓
譜
』）

と
岩
瀬
氏
の
『
太
鼓
手
心
得
序
目
』
は
、
上
山
藩
軍
楽
の
慶
応
期
の
実
態
を
示
す
貴

重
な
一
次
資
料
な
の
だ
が
、
筆
者
が
最
初
に
調
査
を
お
こ
な
っ
た
二
〇
〇
三
年
頃
に

は
既
に
原
本
は
行
方
不
明
に
な
っ
て
お
り
、
残
念
な
が
ら
閲
覧
で
き
な
か
っ
た
。

二
．
上
山
市
立
図
書
館
所
蔵
の
「
佐
竹
徳
太
郎
資
料
」
に
つ
い
て

　

と
こ
ろ
が
、
佐
竹
の
没
後
に
上
山
市
立
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
て
い
た
「
佐
竹
徳
太

郎
資
料
」
に
、『
鼓
譜 

全
』（A

-131

）
と
い
う
資
料
が
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
行

方
不
明
に
な
っ
た
渡
辺
『
鼓
譜
』
の
複
製
本
【
図
一
】
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
（
以

下
、
佐
竹
に
よ
る
複
製
本
を
「
佐
竹
『
鼓
譜
』」
と
記
す
）。
佐
竹
は
、
渡
辺
『
鼓
譜
』

を
湯
上
家
か
ら
借
り
た
と
き
（
お
そ
ら
く
昭
和
五
十
年
前
後
）
に
こ
れ
を
コ
ピ
ー
機

で
複
写
し
（
白
黒
）、
他
の
関
連
資
料
と
合
わ
せ
て
ホ
チ
キ
ス
で
綴
じ
て
、
所
持
し
て

い
た
の
で
あ
る
一
一 

。

　

そ
の
後
、
佐
竹
は
『
上
山
藩
鼓
笛
楽
の
あ
ゆ
み
』
の
な
か
で
渡
辺
『
鼓
譜
』
の
最

初
の
頁
と
奥
付
の
二
枚
の
写
真
【
図
二
】
を
掲
載
し
た
が
、
お
そ
ら
く
紙
幅
の
都
合

で
、
収
録
さ
れ
て
い
る
個
々
の
合
図
・
楽
曲
に
つ
い
て
は
詳
述
し
て
い
な
い
。

　

奥
付
は
以
下
の
通
り
。

　
　

慶
応
二
丙
寅
乃
と
し

　
　
　
　

浪
華
在
番
中

　
　
　
　
　
　
　

写
し
者
也

　
　

同
三
年
丁
卯
春
正
月

　
　
　
　
　
　

散
兵
鼓
譜
追
加

　
　
　
　
　

上
山
藩

　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
藤
佐

　

そ
こ
で
、
ま
ず
、
佐
竹
『
鼓
譜
』
を
介
し
て
、
渡
辺
『
鼓
譜
』
が
ど
の
よ
う
な
内

容
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
き
た
い
。

　

渡
辺
『
鼓
譜
』
は
、【
図
二
】
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
犬
飼
清
信
一
二
が
著
し
た

【
図
一
】
佐
竹
徳
太
郎
資
料
の
『
鼓
譜 

全
』
上
山
市
立
図
書
館
所
蔵
（A

-131

）

【
図
二
】『
上
山
藩
鼓
笛
楽
の
あ
ゆ
み
』
よ
り
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「
鼓
譜
」（
以
下
、
犬
飼
「
鼓
譜
」
と
記
す
）
が
大
部
分
を
占
め
て
い
る
（
一
～
四
十�

四
頁
）。
犬
飼
「
鼓
譜
」
は
、
基
礎
練
習
（
七
種
類
）、
行
進
曲
（
七
曲
）、
そ
し
て
「
撒
兵

之
部
」
の
ド
ラ
ム
コ
ー
ル
（
二
十
五
種
類
）、
と
い
う
三
分
部
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

　
　

�「
ラ
ン
ケ
ロ
ッ
フ
ー
ル
」「
コ
ル
テ
ロ
ッ
フ
ル
」「
ア
ツ
ペ
ル
」「
フ
ル
ハ
ー
デ
リ

ン
フ
」「
ゲ
子
ラ
ー
レ
マ
ル
ス
」「
タ
プ
ツ
ー
」「
ア
フ
タ
ラ
ツ
プ
」

　
　

�「
テ
イ
ー
ン
ス
ト
マ
ル
ス
」「
フ
ラ
ン
ス
マ
ル
ス
」「
レ
テ
ー
ト
マ
ル
ス
」「
コ
ロ

ニ
ア
ー
レ
マ
ル
ス
」「
ヤ
ツ
パ
ン
マ
ル
ス
」「
速
足
新
手
」「
駈
足
」

　
　

撒
兵
之
部

　
　

�「
散
布
」「
進
軍
」「
静
止
」「
点
火
」「
放
火
止
」「
退
軍
」「
斜
メ
右
」「
斜
メ
左
」

「
右
へ
＝
向
ケ
」「
左
ヘ
＝
向
ケ
」「
右
向
キ
廻
レ
」「
右
翼
前
ヘ
」「
左
翼
前
ヘ
」

「
集
合
」「
円
陣
」「
二
伍
円
陣
」「
右
翼
後
」「
左
翼
後
」「
右
翼
前
左
翼
後
」「
左

翼
前
右
翼
後
」「
大
隊
ノ
後
ヘ
集
合
」「
寝
」「
起
」「
鼓
手
呼
集
ム
ル
節
用
ユ
」

「
旗
持
ヲ
呼
節
用
ユ
」

　

最
後
の
「
旗
持
ヲ
呼
節
用
ユ
」
の
後
に
は
「
鼓
譜
／
大
尾
」
と
記
さ
れ
て
い
て
、

こ
こ
で
犬
飼
「
鼓
譜
」
は
終
結
す
る
。

　

念
の
た
め
、筆
者
が
所
有
し
て
い
る
刊
本
の
犬
飼
清
信「
鼓
譜
」（『
歩
操
新
式
』（
慶

応
元
年
）
に
収
録
）
と
照
合
す
る
と
、
タ
イ
ト
ル
や
リ
ズ
ム
だ
け
で
な
く
、
レ
イ
ア

ウ
ト
ま
で
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
底
本
と
し
て
写
し
た
可
能
性
が
高

い
。

　

と
こ
ろ
が
、
渡
辺
『
鼓
譜
』
は
、
さ
ら
に
そ
の
次
の
ペ
ー
ジ
に
、

　
　
「
路
足
」「
カ
ケ
足
」「
ナ
ミ
足
」

　

の
三
曲
が
追
記
さ
れ
て
お
り
（
四
十
五
～
四
十
八
頁
）、
さ
ら
に
「
撒
兵
鼓
則
」
と

い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
四
十
九
種
類
の
ド
ラ
ム
コ
ー
ル
が
続
く
（
四
十
九
～
六
十
二
頁
）。

　
　

�「
前
へ
進
」「
左
右
ヘ
開
ケ
」「
静
止
」「
打
カ
ヽ
レ
」「
打
方
止
メ
」「
右
ヲ
向
」「
左

ヲ
向
」「
斜
右
」「
正
面
」「
斜
左
」「
正
面
」「
右
向
廻
レ
」「
後
ト
ヘ
下
カ
レ
」「
右

翼
前
ヘ
」「
左
翼
前
ヘ
」「
右
翼
後
ト
ヘ
」「
左
翼
後
ト
ヘ
」「
右
翼
集
合
」「
左
翼

開
」「
左
翼
集
合
」「
右
翼
開
」「
中
央
集
合
」「
撒
開
」「
一
伍
尖
陣
」「
一
伍
開

ケ
」「
二
伍
尖
陣
」「
二
伍
開
ケ
」「
円
陣
作
レ
」「
同
開
ケ
」「
右
翼
前
左
翼
後
ト

ヘ
」「
左
翼
前
右
翼
後
ト
ヘ
」「
寝
打
」「
起
ス
」「
右
平
面
」「
左
平
面
」「
右
側

面
」「
左
側
面
」「
組
々
右
」「
組
々
左
」「
右
本
隊
ニ
カ
エ
レ
」「
左
本
体
ニ
帰
レ
」

「
左
右
本
隊
ニ
帰
レ
」「
撒
兵
速
足
」「
同
」「
ス
ト
ロ
ム
マ
ル
ス
」「
ハ
ン
ド
ル

マ
ル
ス
」「
タ
ン
フ
ー
ル
ス
ア
ツ
ヘ
ル
」「
メ
ル
ハ
ル
ミ
ス
」「
撒
兵
休
太
鼓
之
譜
」

　

こ
の
末
尾
に
は
「
撒
兵
鼓
譜
大
尾
」
と
記
さ
れ
て
い
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
「
撒

兵
鼓
則
」
が
終
わ
る
。

　

表
記
の
ゆ
れ
（「
撒
兵
鼓
則
」
と
「
撒
兵
鼓
譜
」）
は
あ
る
も
の
の
、
こ
の
四
十
九

種
の
ド
ラ
ム
コ
ー
ル
（
四
十
九
～
六
十
二
頁
）
が
、
奥
付
に
あ
る
「
同
三
年
丁
卯
春

正
月
／
散
兵
鼓
譜
追
加
」
に
該
当
し
一
三
、
一
～
四
十
四
頁
の
「
鼓
譜
」
が
「
慶
応
二

丙
寅
乃
と
し
／
浪
華
在
番
中
／
写
し
者
也
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
（「
路
足
」

「
カ
ケ
足
」「
ナ
ミ
足
」（
四
十
五
～
四
十
八
頁
）
が
い
つ
記
さ
れ
た
の
か
は
判
断
に
迷

う
）。

　

慶
応
二
年
に
渡
辺
が
写
し
た
犬
飼
「
鼓
譜
」
の
後
半
部
分
「
撒
兵
之
部
」
の
ド
ラ

ム
コ
ー
ル
は
二
十
五
種
類
で
あ
っ
た
が
、
慶
応
三
年
正
月
に
書
き
加
え
た
「
撒
兵
鼓

則
」
は
四
十
九
種
類
で
、
約
二
倍
に
増
え
て
い
る
（
重
複
す
る
ド
ラ
ム
コ
ー
ル
も
あ

る
の
で
、
全
面
的
に
更
改
し
た
の
で
は
な
く
、
増
補
し
た
と
言
う
ほ
う
が
正
確
か
）。

慶
応
三
年
に
な
っ
て
、
調
練
が
よ
り
高
度
化
・
複
雑
化
し
て
、
必
要
な
ド
ラ
ム
コ
ー

ル
が
増
え
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
ど
ち
ら
も
タ
イ
ト
ル
に
は
オ
ラ
ン
ダ
語
が
用
い
ら

れ
て
い
る
の
で
、
慶
応
三
年
正
月
の
時
点
で
は
従
来
の
オ
ラ
ン
ダ
式
が
引
続
き
用
い

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

　

渡
辺
『
鼓
譜
』
に
は
、
こ
の
「
撒
兵
鼓
譜
大
尾
」
の
あ
と
に
、
さ
ら
に
二
曲
の
行

進
曲
が
記
さ
れ
て
い
る
。
タ
イ
ト
ル
は
「
英
式
マ
ル
ス
」
と
「
喇
叭
マ
ル
ス
」
と
い

う
。

　
「
英
国
マ
ル
ス
」【
図
三
】
は
九
節
（
第
一
～
六
節
と
「
新
手
」
三
節
）
で
構
成
さ
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【
図
三
】「
英
国
マ
ル
ス
」
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れ
て
い
て
、
そ
れ
な
り
に
長
い
行
進
曲
で
あ
る
。
鼓
譜
の
中
央
に
記
さ
れ
て
い
る
漢

字
の
「
左
」「
右
」
は
、
左
足
、
右
足
の
ス
テ
ッ
プ
を
示
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
ス
テ
ッ

プ
を
数
え
る
と
、
二
二
八
歩
（
繰
り
返
し
を
し
な
い
場
合
）。
行
進
曲
は
二
歩
で
一
小

節
な
の
で
、
一
一
四
小
節
に
な
る
。

　

こ
れ
が
ど
の
よ
う
な
曲
（
リ
ズ
ム
）
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
と
し
て
、

佐
竹
は
当
然
、
渡
辺
『
鼓
譜
』
に
「
英
国
マ
ル
ス
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
認

識
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
だ
が
、『
上
山
藩
鼓
笛
楽
の
あ
ゆ
み
』
で
は
、
こ
の
曲
に

つ
い
て
何
も
触
れ
て
い
な
い
。
も
っ
と
も
同
書
は
、
渡
辺
『
鼓
譜
』
の
他
の
曲
や
ド

ラ
ム
コ
ー
ル
に
つ
い
て
も
、
ほ
ぼ
言
及
し
て
い
な
い
の
で
、「
英
国
マ
ル
ス
」
に
触
れ

な
く
と
も
不
思
議
で
は
な
い
。
お
そ
ら
く
、
佐
竹
は
「
テ
イ
ー
ン
ス
ト
マ
ル
ス
」
や

「
ヤ
ツ
パ
ン
マ
ル
ス
」
と
同
じ
よ
う
な
ド
ラ
ム
・
マ
ー
チ
が
後
か
ら
加
え
ら
れ
た
と

い
う
程
度
の
理
解
で
済
ま
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
こ
れ
は
佐
竹
に
と
っ
て
痛
恨
の
ミ
ス
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
「
英

国
マ
ル
ス
」
こ
そ
、
上
山
藩
鼓
笛
楽
保
存
会
が
今
も
大
切
に
継
承
・
奏
楽
し
て
い
る

行
進
曲
「
早
足
」
に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

三
．
佐
竹
が
参
照
し
た
山
国
隊

　

佐
竹
が
フ
ラ
ン
ス
説
を
支
持
し
た
理
由
は
、
寺
尾
の
著
述
の
他
に
も
う
一
つ
あ
る
。

上
山
藩
の
鼓
笛
隊
と
非
常
に
よ
く
似
た
メ
ロ
デ
ィ
を
継
承
し
て
い
る
山
国
隊
（
京
都

市
）
の
鼓
笛
隊
が
、
フ
ラ
ン
ス
式
と
言
わ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

上
山
藩
鼓
笛
楽
保
存
会
が
演
奏
す
る
行
進
曲
「
早
足
」
は
、
一
般
に
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
「
維
新
マ
ー
チ
」、
つ
ま
り
、
幕
末
の
時
代
劇
な
ど
で
、
東
征
す
る
官
軍
の
先

頭
で
鼓
笛
隊
が
演
奏
し
て
い
た
と
い
う
あ
の
曲
の
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
で
あ
る
一
四
。
佐
竹

は
、「
維
新
マ
ー
チ
」
が
、
山
国
隊
に
由
来
す
る
こ
と
、
そ
し
て
山
国
隊
も
こ
の
曲
の

演
奏
を
継
承
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
一
五
。「
佐
竹
徳
太
郎
資
料
」
に
あ
る
「
山

国
鼓
笛
楽
資
料
」（A

-235

）
に
は
、
当
時
の
山
国
隊
の
代
表
草
木
良
夫
や
山
国
小
学

校
の
校
長
壇
太
一
か
ら
の
手
紙
、
そ
し
て
山
国
隊
が
用
い
る
「
行
進
曲
」
の
鼓
譜
も

含
ま
れ
て
い
る
。

　

山
国
隊
は
、
戊
辰
戦
争
に
自
主
的
に
参
加
し
た
農
兵
で
、
慶
応
四
年
二
月
に
京
都

を
出
立
す
る
と
き
に
は
単
に
小
銃
で
武
装
し
た
小
隊
で
あ
っ
た
が
、
各
地
を
転
戦
後
、

明
治
二
年
に
は
、
笛
・
小
太
鼓
・
大
太
鼓
の
編
成
に
よ
る
鼓
笛
隊
を
先
頭
に
、
故
郷

の
山
国
村
に
帰
っ
て
き
た
。
そ
れ
以
来
、
山
国
護
国
神
社
の
慰
霊
祭
や
山
国
神
社
の

例
祭
を
演
奏
機
会
と
し
て
奏
楽
を
継
承
し
た
の
だ
が
、
山
国
で
は
、
こ
の
鼓
笛
隊
は

フ
ラ
ン
ス
の
調
練
に
関
係
し
て
い
る
と
伝
え
ら
れ
て
き
た
。
佐
竹
が
受
け
取
っ
た
壇

太
一
か
ら
の
手
紙
に
も
「
フ
ラ
ン
ス
式
吹
笛
と
打
鼓
を
練
習
し
た
の
が
山
国
鼓
笛
隊

の
は
じ
め
と
い
え
ま
し
ょ
う
」
と
あ
る
。

　

郷
土
史
家
と
し
て
の
先
輩
で
あ
る
寺
尾
英
量
が
「
フ
ラ
ン
ス
」
と
主
張
し
た
だ
け

で
な
く
、
よ
く
似
た
メ
ロ
デ
ィ
を
も
つ
山
国
隊
も
「
フ
ラ
ン
ス
」
だ
と
い
う
。
こ
う

し
た
こ
と
か
ら
佐
竹
は
、「
資
料
に
乏
し
い
」
こ
と
を
気
に
か
け
な
が
ら
も
、
や
は
り

「
フ
ラ
ン
ス
」
で
間
違
い
な
い
と
確
信
を
も
つ
に
至
っ
た
よ
う
だ
。

　

し
か
し
、
寺
尾
の
主
張
が
根
拠
に
欠
け
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
実
は
山
国
の
人
々

に
よ
る
「
山
国
隊
の
鼓
笛
隊
は
「
フ
ラ
ン
ス
式
」
で
あ
る
」
と
い
う
認
識
に
つ
い
て

も
再
検
討
を
要
す
る
一
六
。

　

山
国
隊
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ
た
藤
野
斎
の
日
記
に
よ
る
と
、
山
国
隊
は
京
都
出
発

前
に
洋
式
調
練
の
経
験
を
積
ん
で
い
た
が
、
江
戸
で
「
束
〔
足
〕
羽
徳
之
助
始
メ
テ

仏
式
ヲ
教
導
セ
ラ
ル
」（
慶
応
四
年
三
月
二
十
一
日
）
と
あ
り
一
七
、
フ
ラ
ン
ス
式
の
調

練
を
う
け
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
こ
の
一
文
だ
け
を
根
拠
に
、
こ
れ
以
降
の

す
べ
て
の
期
間
に
つ
い
て
フ
ラ
ン
ス
式
だ
っ
た
の
か
、
調
練
の
ス
タ
イ
ル
だ
け
で
な

く
鼓
笛
隊
に
つ
い
て
も
適
用
し
て
よ
い
の
か
は
、
即
断
せ
ず
に
慎
重
に
な
っ
た
ほ
う

が
よ
い
。

　

た
と
え
ば
、「
仏
式
ヲ
教
導
セ
ラ
ル
」
の
半
年
後
、
藤
野
斎
の
日
記
の
明
治
元
年
九

月
二
十
八
日
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

山
国
隊
が
江
戸
か
ら
京
都
に
帰
る
準
備
を
し
て
い
た
と
き
、
因
幡
若
桜
藩
の
今
井

波
之
允
隊
と
合
同
で
調
練
を
し
た
と
こ
ろ
、
両
隊
の
兵
式
が
異
な
る
の
で
調
練
が
う

ま
く
い
か
ず
、
ど
う
す
る
か
を
巡
っ
て
揉
め
た
ら
し
い
。
そ
こ
に
鳥
取
藩
の
参
謀
で

山
国
隊
の
隊
長
も
兼
ね
た
河
田
景
与
が
仲
裁
に
入
っ
た
一
八
。

　
　

�
河
田
之
ヲ
判
シ
テ
云
、
英
仏
何
ソ
一
ナ
ラ
ン
乎
、
不
若
、
英
ハ
英
ト
シ
仏
ハ
仏

ト
セ
ハ
然
ラ
ン
ト
。
依
之
我
〔
山
国
隊
〕
ハ
以
前
ノ
英
式
ヲ
操
練
シ
、
今
井
ハ

今
井
ニ
テ
仏
ヲ
操
練
ス
ル
事
ト
ナ
レ
リ
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河
田
は
、「
英
式
と
仏
式
が
ど
う
し
て
一
つ
に
な
る
（
＝
一
緒
に
調
練
で
き
る
）
だ

ろ
う
か
、
い
や
な
ら
な
い
」
と
反
語
表
現
を
用
い
つ
つ
、
む
し
ろ
、
無
理
に
合
わ
せ

る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
や
り
方
で
調
練
し
た
ほ
う
が
よ
い
と
提
言
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
山
国
隊
は
こ
れ
ま
で
の
「
英
式
ヲ
操
練
シ
」、
今
井
隊
は
「
仏
ヲ
操
練
ス

ル
」
こ
と
に
な
っ
た
、
と
藤
野
は
述
べ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
時
期
の
山
国
隊
は
ど
う

や
ら
英
式
を
採
用
し
て
い
た
よ
う
な
の
で
あ
る
。
藤
野
の
日
記
を
丁
寧
に
読
ん
で
も
、

山
国
隊
が
い
つ
か
ら
英
式
を
採
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
た
だ
、

山
国
隊
が
笛
と
ス
ネ
ア
ド
ラ
ム
の
練
習
を
始
め
、
鼓
笛
隊
を
編
成
し
よ
う
と
し
て
い

た
の
も
、
こ
れ
と
同
じ
時
期
な
の
で
あ
る
。
単
な
る
偶
然
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ

は
山
国
隊
の
鼓
笛
隊
が
「
英
式
」
で
あ
っ
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
え

る
。

　

ま
た
、
二
〇
一
八
年
に
、
旧
山
国
隊
の
隊
士
の
家
か
ら
手
書
き
の
鼓
譜
が
発
見
さ

れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
表
紙
に
は
『
英
国
鼓
譜
』
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
こ

れ
を
傍
証
す
る
一
九
。

四
．「
英
国
マ
ル
ス
」
と
「
早
足
」
の
比
較
分
析

　

上
山
市
内
に
は
明
治
期
に
筆
写
さ
れ
た
鼓
譜
（
斎
藤
文
書
）
の
「
早
足
」（
以
下
、

斎
藤
「
早
足
」
と
記
す
）
が
あ
り
、
現
在
の
上
山
藩
鼓
笛
楽
保
存
会
は
（
鼓
譜
は
用

い
ず
、
口
伝
で
）
こ
の
リ
ズ
ム
を
「
早
足
」
と
し
て
継
承
し
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、
斎
藤
「
早
足
」
と
「
英
国
マ
ル
ス
」
の
ス
ネ
ア
ド
ラ
ム
が
同
じ
リ
ズ
ム

で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
れ
ば
、
現
在
の
「
早
足
」
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
「
英
国
マ
ル

ス
」
で
あ
る
こ
と
を
証
明
で
き
、
さ
ら
に
、
渡
辺
『
鼓
譜
』
の
「
英
国
マ
ル
ス
」
に

笛
の
楽
譜
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
同
じ
よ
う
な
笛
の
旋
律
も
存
在
し
た
こ
と
が

推
測
で
き
る
だ
ろ
う
。

＊�

以
下
、「
英
国
マ
ル
ス
」
と
斎
藤
「
早
足
」
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
が
同
一
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る

た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
詳
し
い
説
明
が
続
く
が
、
こ
れ
を
と
ば
し
て
「
五
．「
喇
叭
マ
ル
ス
」

と
英
式
ラ
ッ
パ
譜
」
に
進
ん
で
も
一
向
に
差
し
支
え
な
い
。

　

た
と
え
ば
、
各
鼓
譜
の
冒
頭
の
十
六
歩
、
つ
ま
り
八
小
節
間
に
つ
い
て
は
次
の
通

り
で
あ
る
。

　

一
見
す
る
限
り
で
は
、「
英
国
マ
ル
ス
」【
図
四
】
と
斎
藤
「
早
足
」【
図
五
】
は
大

き
く
異
な
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
、
上
山
藩
鼓
笛
楽
保
存
会
の
演
奏
習

慣
や
、
鼓
譜
の
記
譜
上
の
ル
ー
ル
を
踏
ま
え
た
上
で
比
較
を
す
れ
ば
、
両
者
が
ほ
ぼ

同
一
で
あ
る
こ
と
は
、
比
較
的
簡
単
に
立
証
で
き
る
（
た
だ
し
、
斎
藤
「
早
足
」
の

最
初
の
九
打
（
ス
テ
打
）
は
、
短
い
序
奏
フ
レ
ー
ズ
で
、「
英
国
マ
ル
ス
」
に
は
記
さ

れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
斎
藤
「
早
足
」
の
冒
頭
九
打
は
無
視
し
、
そ
れ
以
降
を
対

象
と
し
て
比
較
す
る
）。

　
【
図
四
】
と
【
図
五
】
を
よ
く
観
察
し
て
み
る
と
そ
れ
ぞ
れ
い
く
つ
か
の
限
ら
れ
た

リ
ズ
ム
パ
タ
ー
ン
だ
け
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
「
英
国
マ
ル
ス
」【
図
四
】
に
記
さ
れ
て
い
る
リ
ズ
ム
は
、

【
図
四
】
渡
辺
『
鼓
譜
』「
英
国
マ
ル
ス
」
の
冒
頭
八
小
節

【
図
五
】
斎
藤
『
鼓
譜
』「
早
足
」（
一
番
一
節
）
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二
打
〔
両
手
で
同
時
〕（【
図
六
】
の
①
）

　
　

 

五
打
〔
右
右-

左
左-

右
〕（【
図
六
】
の
②
）

　
　

 

四
打
〔
左
右-

右
左
〕（【
図
六
】
の
③
）

　
　

 

八
打
〔
右
左-

左
右-

右
左-

左
右
〕（【
図
六
】
の
④
）

　

の
四
つ
の
パ
タ
ー
ン
だ
け
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
、②
の
五
打〔
右
右-

左
左-

右
〕は
、ス
ネ
ア
ド
ラ
ム
の
基
本
奏
法（drum

 
rudim

ents

）
で
、
一
般
に5

stroke roll

と
呼
ば
れ
て
い
る
【
譜
例
一
】。
装
飾
音

符
的
な
四
打
〔
右
右-

左
左
〕
と
最
後
の
一
打
〔
右
〕
か
ら
な
り
、〔
右
右
〕〔
左
左
〕

の
短
い
連
続
音
は
、
ス
ネ
ア
ド
ラ
ム
の
表
面
の
張
力
を
利
用
し
て
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
バ

ウ
ン
ド
さ
せ
る
ダ
ブ
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
を
用
い
る
と
こ
ろ
が
特
徴
で
あ
る
。

　

ま
た
、
③
の
四
打
〔
左
右-

右
左
〕
は
、flam
と
い
う
基
本
奏
法
【
譜
例
二
】
で
、

④
の
八
打
〔
右
左-

左
右-

右
左-

左
右
〕
は
、〔
左
右
〕
で
は
な
く
〔
右
左
〕
か
ら
始

ま
る
が
、
こ
のflam

を
繰
返
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
斎
藤
「
早
足
」【
図
五
】
は
（
既
述
の
と
お
り
、
冒
頭
の
九
打
を
除

く
）、

　
　

二
打
〔
両
手
で
同
時
〕（【
図
七
】
の
①
）

　
　

三
打
〔
右-

左-

右
〕（【
図
七
】
の
②
）

　
　

二
打
〔
曲
線
で
む
す
ば
れ
て
い
る
左-

右
〕（【
図
七
】
の
③
）

　

の
三
つ
の
パ
タ
ー
ン
だ
け
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
「
英
国
マ
ル
ス
」
と
斎
藤
「
早
足
」
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、「
英
国
マ
ル
ス
」
の

五
打
（5

stroke roll

）（【
図
六
】
の
②
）
に
対
応
す
る
場
所
に
は
、
斎
藤
「
早
足
」

は
三
打
〔
右-

左-

右
〕（【
図
七
】
の
②
）
が
あ
り
、
明
ら
か
に
打
数
が
異
な
る
。
し

か
し
、
仮
に
五
打
の
〔
右
右
〕
と
〔
左
左
〕
の
連
続
す
る
二
打
を
、
そ
れ
ぞ
れ
一
打

に
、
つ
ま
り
ダ
ブ
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
を
シ
ン
グ
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
に
簡
略
化
す
れ
ば
、
三

打
〔
右-

左-

右
〕
と
な
り
、
斎
藤
「
早
足
」
の
三
打
〔
右-

左-

右
〕
と
一
致
す
る
。

　

ま
た
、「
英
国
マ
ル
ス
」
に
は
、【
図
六
】
の
①
の
左
右
同
時
の
二
打
が
二
回
連
続

す
る
（
合
計
四
打
）
と
こ
ろ
が
２
ヶ
所
あ
り
、
斎
藤
「
早
足
」
の
該
当
箇
所
は
二
打

〔
曲
線
で
む
す
ば
れ
て
い
る
左-

右
〕（【
図
七
】
の
③
）
と
な
っ
て
お
り
、
異
な
っ
て

い
る
が
、
こ
れ
も
、「
英
国
マ
ル
ス
」
の
一
回
目
の
右
手
、
二
回
目
の
左
手
を
省
略
す

れ
ば
、
同
じ
に
な
る
。

　

同
様
に
「
英
国
マ
ル
ス
」
のflam

（【
図
六
】
の
③
）
も
、
二
打
目
の
右
手
、
四

打
目
の
左
手
を
省
略
し
て
簡
略
化
す
れ
ば
、
斎
藤
「
早
足
」
の
二
打
〔
曲
線
で
む
す

ば
れ
て
い
る
左-

右
〕（【
図
七
】
の
③
）
と
同
じ
に
な
る
（【
図
六
】
の
④
も
同
様
に

簡
略
化
す
る
と
、【
図
七
】
の
③
の
二
回
繰
返
し
に
相
当
す
る
）二
〇
。

　

口
頭
伝
承
的
な
音
楽
の
場
合
、
時
間
の
経
過
に
従
っ
て
内
容
が
変
化
し
、
と
り
わ

け
省
略
・
簡
易
化
、
つ
ま
り
演
奏
が
易
し
く
な
る
方
向
に
変
容
し
て
い
く
こ
と
は
珍

し
く
な
い
。「
英
国
マ
ル
ス
」
と
「
早
足
」
は
、
表
面
的
に
み
れ
ば
打
数
が
大
き
く
異

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
省
略
さ
れ
て
い
る
の
は
リ
ズ
ム
の
装
飾
的
な
部
分

【
図
六
】

【
譜
例
一
】

【
譜
例
二
】

①

②

③

④

【
図
七
】

①

②

③
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で
あ
り
、
リ
ズ
ム
の
骨
格
部
分
に
つ
い
て
は
、
ま
っ
た
く
変
化
し
て
い
な
い
と
言
っ

て
よ
い
。
し
た
が
っ
て
、「
英
国
マ
ル
ス
」
と
斎
藤
「
早
足
」
の
ス
ネ
ア
ド
ラ
ム
を
一

緒
に
演
奏
し
て
も
、
さ
ら
に
言
う
な
ら
、「
英
国
マ
ル
ス
」
の
ス
ネ
ア
ド
ラ
ム
に
現
在

の
篠
笛
の
メ
ロ
デ
ィ
を
合
わ
せ
て
演
奏
し
て
も
、
ま
っ
た
く
違
和
感
な
く
曲
と
し
て

成
立
す
る
こ
と
に
な
る
二
一
。

　

一
曲
の
全
体
を
事
細
か
に
検
証
す
る
余
裕
は
な
い
が
二
二
、
こ
れ
に
続
く
「
英
国
マ

ル
ス
」
の
五
節
ま
で
は
、
小
さ
な
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
斎
藤
「
早
足
」、
そ
し
て
現

在
の
「
早
足
」
と
、
同
一
リ
ズ
ム
と
判
断
す
べ
き
で
あ
り
、「
早
足
」
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

が
「
英
国
マ
ル
ス
」
で
あ
る
こ
と
に
疑
い
を
さ
し
は
さ
む
余
地
は
な
い
二
三
。

五
．「
喇
叭
マ
ル
ス
」
と
英
式
ラ
ッ
パ
譜

　

渡
辺
『
鼓
譜
』
の
分
析
に
戻
り
た
い
。「
英
国
マ
ル
ス
」
の
後
に
は
、
空
白
の
二
頁

を
挟
ん
で
、「
喇
叭
マ
ル
ス
」
と
い
う
鼓
譜
【
図
八
】
が
追
記
さ
れ
て
い
る
。

　

掲
載
さ
れ
て
い
る
の
は
鼓
譜
だ
け
で
、
ラ
ッ
パ
の
楽
譜
は
な
い
二
四
。
こ
の
曲
に
つ

い
て
も
、
佐
竹
は
『
上
山
藩
鼓
笛
楽
の
あ
ゆ
み
』
で
は
何
も
言
及
し
て
い
な
い
の
で
、

原
本
の
渡
辺
『
鼓
譜
』
が
行
方
不
明
と
な
っ
て
以
来
、現
在
ま
で
、こ
の
楽
曲
の
存
在

は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

こ
の
鼓
譜
「
喇
叭
マ
ル
ス
」
は
、
慶
応
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
太
鼓
教
練
譜
』（
筆

者
所
蔵
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
吹
角
合
鼓 

並
足
」【
図
九
】
の
鼓
譜
と
ほ
ぼ
同
一

で
あ
り
、
し
か
も
『
太
鼓
教
練
譜
』
に
は
ラ
ッ
パ
（
吹
角
）
の
パ
ー
ト
譜
「
吹
角
譜 �

並
足
」【
図
一
〇
】
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
「
吹
角
譜 

並
足
」
が
ど
の
よ
う
な
メ
ロ
デ
ィ
な
の
か
は
興
味
の
あ
る
と
こ
ろ
だ
が
、

「
五
線
」
の
楽
譜
と
は
い
え
、
特
殊
な
記
譜
法
の
た
め
、
解
読
は
難
し
い
。
た
だ
し
、

筆
者
が
所
有
す
る『
喇
叭
譜
』（
年
代
不
明
）に
は
、こ
れ
と
同
一
曲
と
思
わ
れ
る
ラ
ッ

パ
譜
「
運
動
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
（【
図
一
一
】
の
上
）。
そ
し
て
こ
の
『
喇
叭
譜
』

の
別
ペ
ー
ジ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
退
行
」
や
「
集
合
」二
五（【
図
一
一
】
の
下
）
は
、

【
図
八
】「
喇
叭
マ
ル
ス
」

【
図
九
】「
吹
角
合
鼓 

並
足
」

【
図
一
〇
】「
吹
角
譜 

並
足
」
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『
英
国
歩
操
練
法
』（
一
八
六
五
）
に
も
「
退
軍
」「
散
開
」
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る

（【
図
一
二
】）二
六
。
し
た
が
っ
て
、
渡
辺
『
鼓
譜
』
の
「
喇
叭
マ
ル
ス
」
も
英
式
の
ラ
ッ

パ
譜
の
一
曲
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

六
．
渡
辺
『
鼓
譜
』
の
構
成
か
ら
み
る
成
立
プ
ロ
セ
ス

　

佐
竹
『
鼓
譜
』
に
含
ま
れ
て
い
る
渡
辺
『
鼓
譜
』
の
全
体
構
成
を
整
理
し
て
お
き

た
い
。「

鼓
譜
」（
犬
飼
清
信
）�

一　
　

～
四
十
四
頁

「
路
足
」「
カ
ケ
足
」「
ナ
ミ
足
」�

四
十
五
～
四
十
八
頁

「
撒
兵
鼓
則
」	�

四
十
九
～
六
十
二
頁

「
英
国
マ
ル
ス
」�

六
十
二
～
六
十
六
頁

　

白
紙�

六
十
七
～
六
十
八
頁

「
喇
叭
マ
ル
ス
」（
縦
罫
線
）�

六
十
九
頁　
　
　
　

〔
渡
辺
『
鼓
譜
』
と
は
無
関
係
な
紙
が
四
頁
〕

　

白
紙
（
縦
罫
線
）�

七
十
頁　
　
　
　
　

　

奥
付�

七
十
一
頁　
　
　
　

　

佐
竹
が
、
六
十
九
頁
と
七
十
頁
の
間
に
「
無
関
係
な
紙
」
を
挟
ん
だ
理
由
は
―
―�

推
測
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
が
―
―
原
本
の
渡
辺
『
鼓
譜
』
に
は
「
喇
叭
マ
ル

ス
」
の
後
に
何
枚
か
縦
罫
線
の
頁
が
あ
っ
た
が
、
そ
こ
に
は
何
も
情
報
が
記
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
た
め
に
、
佐
竹
は
複
写
す
る
必
要
は
な
い
（
コ
ピ
ー
料
金
を
節
約
す
る

た
め
に
？
）
と
考
え
、
し
か
し
備
忘
の
た
め
に
無
関
係
な
紙
を
挟
ん
で
お
い
て
綴
じ

た
よ
う
に
見
え
る
。
七
十
頁
の
縦
罫
線
の
白
紙
に
つ
い
て
は
、
奥
付
の
七
十
一
頁
を

コ
ピ
ー
し
た
際
に
、
見
開
き
右
側
の
七
十
頁
も
一
緒
に
コ
ピ
ー
さ
れ
た
と
す
れ
ば
辻

褄
が
合
う
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
渡
辺
藤
佐
に
よ
る
『
鼓
譜
』
の
作
成
プ
ロ
セ
ス
は
、
次
の

よ
う
に
推
定
で
き
る
。

①� 

慶
応
二
年
に
少
な
く
と
も
犬
飼
「
鼓
譜
」（
四
十
四
頁
ま
で
）
を
写
し
、
最
終
頁

に
奥
付
を
記
す
。

②� 

慶
応
三
年
一
月
に
「
撒
兵
鼓
則
」（
六
十
二
頁
ま
で
）
を
写
し
、
奥
付
に
「
慶
応

三
年
…
」
を
追
記
す
る
。

③� 

さ
ら
に
「
英
国
マ
ル
ス
」（
六
十
二
頁
以
降
）、「
喇
叭
マ
ル
ス
」（
六
十
九
頁
以
降
）

が
追
加
さ
れ
、
罫
線
の
あ
る
白
紙
が
数
頁
残
っ
た
（
縦
罫
線
の
紙
に
記
さ
れ
て
い

る
の
は
「
喇
叭
マ
ル
ス
」
だ
け
な
の
で
、「
喇
叭
マ
ル
ス
」
を
増
補
す
る
際
に
縦
罫

線
紙
が
用
い
ら
れ
た
か
）。

　

③
の
追
加
は
、
②
と
同
じ
時
期
で
あ
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
が
、
こ
れ

ま
で
に
論
じ
た
よ
う
に
、
追
加
の
二
曲
（「
英
国
マ
ル
ス
」
と
「
喇
叭
マ
ル
ス
」）
が

い
ず
れ
も
「
英
」
と
の
関
連
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
、
や
は
り
あ
る
程
度
、
後
に
な
っ

て
か
ら
と
み
る
ほ
う
が
妥
当
だ
ろ
う
二
七
。
つ
ま
り
、
こ
の
①
か
ら
③
ま
で
の
プ
ロ
セ

ス
が
、
そ
の
ま
ま
慶
応
二
年
以
降
の
上
山
藩
の
動
向
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
反
映
し
て
い

る
と
す
れ
ば
、
上
山
藩
が
「
英
国
マ
ル
ス
」
や
「
喇
叭
マ
ル
ス
」
を
必
要
と
し
た
時
、

つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
楽
曲
を
演
奏
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
時
が
、
③
を
筆
写
し
た
時

期
に
な
り
そ
う
だ
。

【
図
一
一
】『
喇
叭
譜
』
の
「
運
動
」、

　
　
　
　 

「
退
行
」「
集
合
」

【
図
一
二
】『
英
国
歩
兵
練
法
』
の

　
　
　
　 

「
退
軍
」
と
「
散
開
」
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一　

https://w
w

w
.yam

agata-furusatojuku.jp/actograph/1146/

（
二
〇
二
四
年
五
月
十
六
日

閲
覧
）

二　

上
山
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
市
指
定
文
化
財
」

https://w
w

w
.city.kam

inoyam
a.yam

agata.jp/soshiki/25/km
201301227.htm

l

（
二
〇
二
四

年
九
月
十
日
閲
覧
）

三　

し
ば
し
ば
誤
解
さ
れ
る
の
だ
が
、「
オ
ラ
ン
ダ
式
」「
フ
ラ
ン
ス
式
」「
英
式
」
等
は
、
音
楽
上
の
様
式
を

意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
幕
末
維
新
期
に
あ
っ
て
は
兵
制
の
ス
タ
イ
ル
と
理
解
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

「
英
式
マ
ル
ス
」
も
（
ス
ネ
ア
ド
ラ
ム
の
奏
法
や
リ
ズ
ム
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
由
来
す
る
の
は
確
か
だ
が
）
こ
の

曲
自
体
が
英
国
か
ら
伝
わ
っ
た
音
楽
と
は
考
え
に
く
い
。
注
一
四
の
後
半
（
某
音
楽
大
家
「
洋
楽
渡
来
当
時

の
思
ひ
出
」）
を
参
照
。

四　

鼓
笛
隊
の
指
導
は
、
山
口
吉
十
郎
（
一
八
六
七
～
一
九
二
九
）、
吉
三
郎
（
一
八
九
三
～
一
九
三
二
）、
吉

五
郎
（
一
九
一
八
～
一
九
四
二
）
の
親
子
孫
の
三
世
代
と
、
城
戸
口
正
雄
（
一
九
〇
六
～
一
九
八
九
）、
計
介

（
一
九
三
三
～
二
〇
一
五
）
の
親
子
、
計
五
名
が
担
当
し
て
お
り
、
演
奏
実
践
が
途
絶
え
た
期
間
も
少
な
い
。

五　

上
山
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
上
山
市
史
』
中
巻
、
二
三
一
頁
。

六　
「
元
天
童
藩
兵
制
」（「
山
形
県
史
料 

制
度
之
部 

兵
制
（
明
治
三
―
六
）
旧
藩
兵
制
」）
国
立
公
文
書
館
デ

ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
。（https://w

w
w

.digital.archives.go.jp/im
g.pdf/3692887

）
四
十
一
コ
マ
。

七　

上
山
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
幕
末
・
明
治
維
新
資
料
』
三
～
七
十
四
頁
。

八　

寺
尾
英
量
「
上
山
藩
戊
辰
の
役
始
末
録
」
上
山
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
幕
末
・
明
治
維
新
史
料
』
二
十 

六
～
二
十
七
頁
。

九　
「
山
形
県
史
料 

制
度
之
部 

制
（
明
治
三
―
六
）
旧
藩
兵
制
」
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

（https://w
w

w
.digital.archives.go.jp/im

g.pdf/3692887

）
四
十
三
コ
マ
。

一
〇　
『
上
山
藩
鼓
笛
楽
の
あ
ゆ
み
』
五
頁
。

一
一　

佐
竹
に
よ
る
複
製
本
に
は
『
鼓
譜 

全
』
と
タ
イ
ト
ル
が
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
最
後
に
『
歩
操
新
式
』

の
「
鼓
譜
」（
一
～
三
頁
）
の
コ
ピ
ー
（
大
阪
市
音
楽
団
の
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
奏
者
、
大
木
親
保
が
提
供
）
と
、

オ
ラ
ン
ダ
の
海
軍
鼓
笛
隊
の
楽
譜
の
コ
ピ
ー
も
一
緒
に
綴
じ
ら
れ
て
い
て
、
完
璧
な
複
製
本
を
目
指
し
た
も

の
で
は
な
い
。

一
二　
『
歩
操
新
式
』
の
「
鼓
譜
」
に
は
、「
関
口
光
嘉
門
人
／
犬
飼
清
信
著
」
と
あ
る
の
で
、
長
崎
海
軍
伝
習
所

で
最
初
に
ス
ネ
ア
ド
ラ
ム
を
学
ん
だ
関
口
鉄
之
助
の
弟
子
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
後
に
海
軍
軍
楽
隊
に
入
っ

た
中
川
安
道
は
、
慶
応
二
年
に
江
戸
で
「
犬
飼
と
い
ふ
太
鼓
の
名
人
」
か
ら
ス
ネ
ア
ド
ラ
ム
を
習
っ
た
と
い

う
（
大
津
三
郎
「
慶
應
二
年
の
鼓
手
に
軍
楽
創
成
期
を
聴
く
」
十
頁
）。

一
三　

よ
く
見
る
と
、「
同
三
年
丁
卯
春
正
月
／
散
兵
鼓
譜
追
加
」
の
二
行
は
小
さ
な
字
に
な
っ
て
お
り
、
あ
と

か
ら
書
き
加
え
ら
れ
た
こ
と
が
は
っ
き
り
と
わ
か
る
。

一
四　

奥
中
康
人
「
幕
末
鼓
笛
隊
と
〈
維
新
マ
ー
チ
〉
の
伝
播
」（
二
〇
〇
四
）。
映
画
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
演
奏

さ
れ
て
い
る
「
維
新
マ
ー
チ
」
は
、
山
国
隊
に
よ
る
演
奏
に
基
づ
く
も
の
で
、
お
そ
ら
く
京
都
の
映
画
撮
影

所
が
採
用
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
定
着
し
た
と
思
わ
れ
る
。
東
征
軍
の
鼓
笛
隊
に
つ
い
て
は
、
大
塚
武
松
編
『
岩

倉
具
視
関
係
文
書
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
大
原
重
徳
意
見
書
（
明
治
二
年
三
月
六
日
）」、
ブ
ラ
ッ
ク
『
ヤ

ン
グ
・
ジ
ャ
パ
ン
』
３
（
平
凡
社 

一
九
七
〇
）
七
十
一
頁
。
ま
た
、
某
音
楽
大
家
「
洋
楽
渡
来
当
時
の
思
ひ

出
」（
一
九
一
七
年
一
月
）
に
は
、「
英
式
調
練
行
進
曲
」
と
し
て
数
字
譜
で
メ
ロ
デ
ィ
が
提
示
さ
れ
て
お
り
、

「
其
旋
律
は
全
く
純
日
本
式
で
あ
つ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
」（
七
十
六
頁
）
と
某
音
楽
大
家
が
述
べ
て
い
る
。

某
音
楽
大
家
が
誰
で
あ
る
か
は
不
詳
だ
が
、「
御
維
新
の
際
に
は
、
大
小
二
本
差
し
で
、
京
都
の
御
所
の
御
番

役
を
勤
め
た
」
と
語
っ
て
い
る
。

一
五　

山
国
小
学
校
の
校
長
、
壇
太
一
か
ら
の
書
面
に
は
「
テ
レ
ビ
を
通
じ
て
こ
ん
な
ご
縁
に
な
る
こ
と
を
嬉

し
く
存
じ
ま
す
が
」「
先
日
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
で
フ
ラ
ン
キ
堺
が
司
会
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

佐
竹
は
一
九
七
三
年
一
月
四
日
の
夜
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
映
さ
れ
た
テ
レ
ビ
番
組
『
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
「
ヤ
ッ
パ

ン
・
マ
ル
ス
」』
を
見
た
ら
し
い
。

一
六　

山
国
隊
に
つ
い
て
の
最
も
代
表
的
な
研
究
書
で
あ
る
仲
村
研
『
山
国
隊
』（
一
九
六
八
）
も
「
フ
ラ
ン
ス
」

ま
と
め
と
今
後
の
課
題

　

本
稿
は
、
佐
竹
徳
太
郎
が
作
成
し
た
複
製
本
『
鼓
譜
』
の
内
容
を
分
析
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
つ
ま
り
上
山
藩
士
の
渡
辺
藤
佐
『
鼓
譜
』
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

「
英
式
マ
ル
ス
」
や
「
喇
叭
マ
ル
ス
」
の
存
在
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
、
こ
の
「
英

式
マ
ル
ス
」
が
現
在
の
「
早
足
」
と
同
一
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
も
っ
と
も
「
英

式
マ
ル
ス
」「
喇
叭
マ
ル
ス
」
が
存
在
す
る
か
ら
と
い
っ
て
、
上
山
藩
が
正
式
に
英
式

兵
制
を
導
入
し
た
の
か
は
判
断
で
き
な
い
。
こ
れ
ら
の
曲
が
ど
こ
か
ら
や
っ
て
き
た

か
、
ど
の
よ
う
な
目
的
で
採
用
さ
れ
た
の
か
等
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
範
囲
を
大
き

く
超
え
て
し
ま
う
の
で
、
別
に
稿
を
改
め
た
い
。
要
点
だ
け
を
大
雑
把
に
示
し
て
お

く
と
、お
そ
ら
く
文
久
三
年
に
横
浜
に
駐
屯
し
た
英
軍
が
何
ら
か
の
契
機
と
な
り（
し

か
し
、英
軍
が
こ
の
曲
を
演
奏
し
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
）、こ
の
曲
が
誕
生
し
た
二
八
。

そ
の
一
つ
の
痕
跡
と
し
て
慶
応
元
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
英
国
鼓
笛
譜
』
に
掲
載
さ
れ

た
「
早
足
」
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
慶
応
三
年
に
京
都
で
薩
摩
藩
の
鼓

笛
隊
が
演
奏
し
た
の
が
こ
の
曲
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
二
九
、
戊
辰
戦
争
に
お
け
る

官
軍
東
征
に
と
も
な
っ
て
、
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

筆
者
の
印
象
で
は
、
上
山
藩
へ
は
、
横
浜
の
英
軍
や
『
英
国
鼓
笛
譜
』
か
ら
で
は

な
く
、
戊
辰
戦
争
の
終
盤
、
上
山
藩
が
官
軍
に
降
伏
し
、
薩
摩
藩
の
指
揮
下
に
入
っ

て
庄
内
攻
略
に
加
わ
っ
た
時
期
以
降
、
き
わ
め
て
短
期
の
う
ち
に
伝
わ
っ
た
の
で
は

な
い
か
―
―
こ
れ
と
い
っ
た
根
拠
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
し
か
し
、「
英
国
マ

ル
ス
」
も
「
喇
叭
マ
ル
ス
」
も
行
進
曲
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
何
ら
か
の
パ
レ
ー
ド
の

た
め
に
必
要
と
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
―
―
と
想
像
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

ま
ず
は
同
時
代
の
他
地
域
に
お
け
る
同
曲
の
演
奏
事
例
を
、
丁
寧
に
整
理
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

＊�

本
研
究
は
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
助
成
事
業
、
基
盤
研
究（
Ｃ
）「
幕
末
維
新
期
に
お
け
る
英
式
軍
楽

の
研
究
︱︱

鼓
譜
「
早
足
」
の
解
読
か
ら
見
え
る
こ
と
」（2

3
K

0
0

1
4

1

）
の
成
果
の
一
部
で
す
。
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を
主
張
し
た
こ
と
か
ら
、
山
国
隊
＝
フ
ラ
ン
ス
式
が
流
布
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
仲
村
は
、
オ
ラ

ン
ダ
式
の
教
練
書
『
歩
操
新
式
』
を
フ
ラ
ン
ス
式
と
す
る
な
ど
、
初
歩
的
な
ミ
ス
が
散
見
さ
れ
る
。

一
七　

藤
野
斎
『
征
東
日
誌
―
丹
波
山
国
農
兵
隊
日
誌
』
六
十
頁
。

一
八　

藤
野
斎
『
征
東
日
誌
』
一
九
二
頁
。

一
九　

こ
の
『
英
国
鼓
譜
』
は
、
お
そ
ら
く
現
在
の
山
国
隊
が
演
奏
し
て
い
る
「
行
進
曲
」
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
に

あ
た
り
、
上
山
の
「
英
国
マ
ル
ス
」
と
同
じ
曲
で
あ
る
と
筆
者
は
推
測
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
改

め
て
別
稿
で
論
じ
た
い
。

二
〇　

冒
頭
八
小
節
の
ス
ネ
ア
ド
ラ
ム
を
五
線
譜
で
示
す
（【
譜
例
三
】
が
「
英
国
マ
ル
ス
」、【
譜
例
四
】
が
斎

藤
「
早
足
」）。

二
一　

拙
著
『
幕
末
鼓
笛
隊
』（
一
〇
七
頁
）
で
は
、
斎
藤
「
早
足
」
は
、
お
そ
ら
く5

stroke roll

やflam

を
簡
略
化
し
た
リ
ズ
ム
で
は
な
い
か
と
仮
説
を
立
て
、
冒
頭
八
小
節
の
復
元
案
【
図
一
三
】
を
提
示
し
て
い

た
が
、
こ
の
復
元
案
は
、
今
回
発
見
し
た
「
英
国
マ
ル
ス
」
の
該
当
箇
所
と
完
全
に
一
致
し
て
い
る
。

　

ま
た
冒
頭
八
小
節
に
つ
い
て
「
英
国
マ
ル
ス
」
の
リ
ズ
ム
に
現
在
の
笛
の
メ
ロ
デ
ィ
が
適
合
す
る
こ
と
は

次
の
五
線
譜
を
参
照
【
譜
例
五
】。

【
譜
例
三
】

【
譜
例
四
】

【
図
一
三
】
左
は
斎
藤
「
早
足
」、
右
は
奥
中
に
よ
る
復
元
案
（
奥
中
『
幕
末
鼓
笛
隊
』
一
〇
七
頁
）

【
譜
例
五
】「
英
国
マ
ル
ス
」
と
「
早
足
」
の
冒
頭
八
小
節
の
比
較
譜
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二
二　

次
に
示
す
二
例
（
現
在
の
「
早
足
」
一
番
二
節
の
最
後
の
六
小
節
【
譜
例
六
】、
一
番
三
節
の
最
後
の
四

小
節
【
譜
例
七
】）
の
よ
う
に
、
笛
の
メ
ロ
デ
ィ
と
ス
ネ
ア
ド
ラ
ム
の
リ
ズ
ム
が
ほ
ど
よ
く
対
応
し
て
い
る
部

分
に
つ
い
て
も
、「
英
国
マ
ル
ス
」
は
現
在
の
「
早
足
」
と
ほ
ぼ
同
じ
リ
ズ
ム
で
あ
り
、
こ
れ
を
偶
然
の
一
致

と
み
な
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
や
は
り
当
時
も
こ
の
よ
う
な
笛
の
メ
ロ
デ
ィ
が
存
在
し
た
こ
と
を
強
く
示

唆
し
て
い
る
。

二
三　
『
上
山
藩
鼓
笛
楽
の
あ
ゆ
み
』
の
執
筆
者
で
あ
る
佐
竹
徳
太
郎
は
、
上
山
や
上
山
藩
の
歴
史
に
つ
い
て
は

詳
し
い
が
、
鼓
笛
隊
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
演
奏
を
し
た
経
験
は
な
く
（「
鼓
笛
隊
氏
名
一
覧
表
」（
十
八
～
十�

九
頁
）
に
佐
竹
の
名
前
は
見
当
ら
な
い
）、
鼓
譜
を
読
む
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
た
め
、「
英
国
マ
ル
ス
」
の

鼓
譜
が
「
早
足
」
で
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
か
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

二
四　
『
上
山
藩
鼓
笛
楽
の
あ
ゆ
み
』
は
、
斎
藤
文
書
の
一
冊
に
「
喇
叭
符
」
と
い
う
鼓
譜
が
あ
る
こ
と
、「
西

洋
大
太
鼓
譜
」（
山
口
文
書
）
に
も
「
喇
叭
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
鼓
譜
が
あ
る
こ
と
を
（
四
～
五
頁
）、
ま

た
明
治
十
一
年
の
神
輿
渡
御
行
列
の
鼓
笛
隊
に
「
吹
角
」（
＝
ラ
ッ
パ
）
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
（
七
頁
）
を

紹
介
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
渡
辺
『
鼓
譜
』
に
は
ラ
ッ
パ
譜
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、
実
際
に
は
ラ
ッ

パ
と
ス
ネ
ア
ド
ラ
ム
の
合
奏
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

二
五　

た
だ
し
『
喇
叭
譜
』「
集
合
」
と
『
英
国
歩
兵
練
法
』「
散
開
」
は
、
五
線
譜
上
の
メ
ロ
デ
ィ
は
同
じ
だ
が
、

タ
イ
ト
ル
が
異
な
る
。
英
国
で
は
、
こ
の
メ
ロ
デ
ィ
に
は
「Extend

」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
つ
い
て
い
る
。

二
六　

通
常
の
五
線
譜
に
記
さ
れ
て
い
る
『
英
国
歩
兵
練
法
』
の
「
退
軍
」「
散
開
」
を
参
照
す
る
こ
と
で
、「
運

動
」（『
喇
叭
譜
』）、「
吹
角
譜 

並
足
」（『
太
鼓
教
練
譜
』）
の
特
殊
な
記
譜
法
は
、
第
一
線
と
第
二
線
の
間
の

音
が
低
い
「
ド4

」、
第
二
線
が
「
ソ
」、
第
三
線
が
「
ド
」、
第
四
線
が
「
ミ
」
を
示
す
こ
と
が
分
る
。
従
っ
て
、

「
吹
角
譜 

並
足
」
を
解
読
す
る
と
（
音
価
は
分
ら
な
い
が
）「
ソ
ド
ミ
／
ド
ソ
ド
ミ
／
ド
ミ
ド
ソ
ド4

／
ソ
ソ
ド

ソ
ソ
ソ
ド
ソ
ミ
ソ
ソ
ド
ド
ド
／
ミ
ソ
ソ
ミ
ソ
ソ
ミ
／
ド
ミ
ド
ソ
ド
ミ
ド
ソ
ソ
ソ
ソ
／
ソ
ミ
ソ
ド4

ソ
ソ
ソ
」
と

読
む
こ
と
が
で
き
る
（
傍
点
の
あ
る
「
ド4

」
は
、
低
い
「
ド
」
を
示
す
）。「
喇
叭
マ
ル
ス
」
も
、
凡
そ
こ
の

よ
う
な
音
の
巡
り
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
英
国
の
ラ
ッ
パ
譜
に
こ
の
メ
ロ
デ
ィ
が
存
在
す
る
の
か

は
現
在
調
査
中
。

二
七　

上
山
市
立
図
書
館
の
佐
竹
徳
太
郎
資
料
『
太
鼓
手
心
得
序
目
（
写
）』（「
山
国
鼓
笛
楽
資
料
」（A

–235

）

に
含
ま
れ
て
い
る
）
は
、
鼓
手
が
心
得
て
お
く
べ
き
ド
ラ
ム
コ
ー
ル
や
行
進
曲
の
タ
イ
ト
ル
一
覧
だ
が
、
こ

れ
が
作
成
さ
れ
た
慶
応
三
年
八
月
の
時
点
で
は
、
ま
だ
「
英
国
マ
ル
ス
」「
喇
叭
マ
ル
ス
」
は
含
ま
れ
て
い
な

い
。

二
八　

幕
末
に
横
浜
で
組
織
さ
れ
た
菜
葉
隊
は
、
駐
屯
す
る
英
軍
か
ら
調
練
の
指
導
を
受
け
、
慶
応
元
年
十
月

よ
り
江
戸
西
の
丸
に
出
張
。
毎
月
交
代
警
衛
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
編
成
は
「
英
式

4

4

歩
兵
一
大
隊 

砲
兵
一

小
隊
」に「
楽
隊
」が
付
随
し
て
い
た
と
い
う（『
横
浜
開
港
五
十
年
史
』上
巻（
横
浜
商
業
会
議
所 

一
九
〇
九
）

三
三
八
頁
、
傍
点
筆
者
）。

二
九　
「〔
慶
応
三
年
十
二
月
〕
二
十
七
日
に
至
り
日
御
門
前
に
於
て
薩
、
長
、
土
、
藝
四
藩
の
観
兵
式
の
天
覧

あ
り
流
石
に
薩
は
服
装
帽
も
皆
一
様
に
て
英
式
に
依
り

4

4

4

4

4

大
太
鼓
、小
太
鼓
、笛
等
の
楽
隊
を
先
頭
に
立
て
正
々

堂
々
御
前
を
運
動
せ
る
様
実
に
勇
壮
活
発
佐
幕
者
を
し
て
膽
を
寒
か
ら
し
む
」（『
谷
干
城
遺
稿
』
上
巻
（
一�

九
一
二
）
五
十
九
頁
、
傍
点
筆
者
）。
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上山藩鼓笛隊の「英式マルス」　――佐竹徳太郎資料の分析より――



The historical fact of the fife and drum corps of the Kaminoyama clan during the Meiji Restoration was unclear due to a lack of sufficient 
documentation, but I have confirmed that there is a copy of the snare drum score "Kofu" copied by Watanabe Tosuke in the Satake 
Tokutaro Collection held by the Kaminoyama City Library, Yamagata Prefecture.
This paper analyzes Watanabe's "Kofu" to understand the repertoire of the fife and drum corps at the time, and clarifies that one of the 
pieces, "Eishiki" march is the same piece as "Haya-ashi," which is currently handed down by Kaminoyama Drum and Fife Music Preservation 
Society.
It is reasonable to understand that the drum and fife corps of the Kaminoyama was not related to the French or Dutch style, but to the 
British style, and that "Eishiki" march and "Rappa" （bugle） march （also British style） became necessary and were performed at some 
point during the period of the end of the Edo Restoration.

The Eishiki  march played by the drum and fife corps of the Kaminoyama clan 
at the end of the Edo period:
An Analysis of Satake Tokutaro Collection
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